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１．はじめに 

 本研究は、古武術の身体技法のひとつである「忍術」を対象にし、スポーツ学の視点から「忍術

における身体のヴィジョン」について検討したものである。 

近年、「忍者走り」や「ナンバ歩き」などの言葉の使用にみられるように、競技スポーツ界におい

て、古来の身体技法が見直されるようになってきた。これはこれまでのスポーツ科学における身体

のとらえ方や身体技法とは別種のものが注目され始めているということである。 

それでは、忍者はどのように走り、どのような身体技法を身につけていたのか。忍者といえば、

走・跳・投に驚くべき能力を発揮し、時には樹や岩に扮し自然と一体化するように、人間の身体の

限界を超え、動物的な身体を獲得していた。また、諸国を渡り歩くだけでも危険な目に遭遇するた

め相応の護身術は身につけていたが、それ以上に戦士としての能力も問われる。自然のなかで行動

する彼らには、天文学・気象学・地質学・鉱物学・地政学・薬学などの知が必要とされるのは想像

に難くないが、これらも近代科学とは別種の、経験によって集積し伝承された叡知であると言うべ

きものである。こうした旅や戦争などの経験、フィールドでのアクションを通じて獲得される忍術

は総体的で精鋭的な叡知であり、不可能を可能とさせる特殊な身体のヴィジョンを持っていたと言

える。 

そのなかで、忍術の身体技法というものに焦点を当て、忍術における身体技法の「ヴィジョン」

を探りたい。この「ヴィジョン」というのは、これまで稲垣正浩や今福龍太が、「ヴィジョナリー・

スポーツ」という言葉を用いて語る「ヴィジョン」、つまり単なる目に見えるもの、意識で見えてく

るものということではなく、五感をすべて駆使して触れ、感じられてくることを意味する。この「ヴ

ィジョン」を、どういうふうに忍者は感じてきているのかを浮き彫りにしていくのが、本研究の目

的のひとつである。 

そのうえで、古来の身体技法や身体観を掘り起こして近代科学やスポーツ科学を補完したり、ア

ンチテーゼとしたりするというのではなく、それらを包含しつつ、人間が生きることを根底にした

「スポーツする身体」を捉え直すのが、もう一つの目的である。 

具体的には、伊賀、岩国、小田原、名古屋にて研究調査と資料収集を行った。その成果を基に本

研究プロジェクト企画として、スポーツ史学会第 21回大会（2007年 11月 3、4日 札幌大学会場）

にて『叡知の身体技法 ～忍術における身体のヴィジョンを探る～』をテーマとするシンポジウム

と特別展を開催した。シンポジウムでは、甲賀流伴党家第 21 代で伊賀流忍者博物館名誉館長であ

る川上仁一氏、忍術研究家で伯耆流柔術宗家他多数の古武術を修められ医学博士でもある中島篤巳

氏をシンポジストとして迎え、「忍び」や「忍術」における活発な議論を展開し、新たな地平を拓く

ことができた。そして、そのシンポジウムを中心にした報告書を作成することで研究成果を結実さ

せた。 

 

２．もう一つの叡知とは何か 

これまでスポーツ史学会では、身体についての議論が重ねられてきた。概観してみれば次のよう

である。身体は、近代化の過程において精神によって分析可能な「モノ」としての扱われ方がされ

てきた。もしくは、合理的に、理性的にコントロールされる対象とされてきた。しかし、その反動



もあってか、近年、スポーツの場面においては、コントロールされる「客体化された身体」よりも、

「主体的にはたらく身体」が、ときには「叛乱する身体」が見え隠れしている。そこで、近代科学

的な身体についての捉えかたとは別に、もうひとつの身体を探ろうとする試みがなされてきたので

ある。 

例えば、第 20回大会シンポジウム（テーマ：＜21世紀の身体＞を考える 大阪学院大学会場）

では、もうひとつの身体（このように身体として語りだすということ自体が、身体を客体化してい

るのではないのか、身体を外在化させているのではないのかとの議論もなされた）、外在化された身

体とは別の身体として、「流体としての身体」というキーワードを挙げられた。それは、アルフォン

ソ・リンギスの用語として今福龍太が紹介されたのだが、今福の議論のなかで具体的に血液や精液

の流れこみによる身体のあり方の変容が紹介されていた。それは直接的な精液の「流れ込み」とい

う意味での「流体としての身体」というだけではなく、宇宙や自然に触れて起こる「流れ込み」と

しても語られていた。今福の著作を見ると、「ヴィジョナリーな身体」、または「流体としてイメー

ジ」とは、『荒野のロマネスク』に読み取れる。その中の「身体の地質学」では、メキシコのナウト

ル族におけるポチテカの持つ身体技法について、次のように描かれている。 

 

昔のナウトル族の哲学のなかでは、知恵には二つのタイプがあるとされていたんだ。一つは詩

作や思弁や解釈や講読などの静的・非活動的方法を通じて獲得されるもの。これは司祭たちの教

育システムのなかで利用されていた方法だ。そしてもうひとつが、フィールドでのアクションを

通じて獲得されるもので、つまり旅や戦争などの経験によってもたらされる知恵だ。商人＝戦士

としてのポチテカがこの第二の叡知をマスターしたスペシャリストだったことはもうわかるだろ

う。叡知というより身体技法と僕がいいたいのはそのためさ。彼らは、身体を認識作用の核心部

にかかわらせることによって、人間のヴィジョンの革命的な転換をはかろうとしたんだからね。

アステカの暦の図像も、オオカバマダラの季節的移動への関心も、彼らのそうした身体的＜旅＞

のヴィジョンのモデルとしてはたらいていたんじゃないか。ぼくはそう考えているんだ。（『荒野

のロマネスク』岩波現代文庫、2001年、67頁） 

 

 ここで、二つのものが紹介されている。それは、近代科学的な認知の方法と、もうひとつ認知の

方法、つまり身体を認識作用の核心部にかかわらせた第二の叡知である。ここに描かれている旅や

戦争などの経験を通じて獲得される第二の叡知、もう一つの叡知こそが探求されるべきではないか。

そうならば、戦士として旅を生きてきた者として、忍者があてはまるのではないか。そこで、忍者

を採りあげ、忍術における身体技法をもう一つの叡知として捉えていく。 

忍者は旅に出る際には、七方出という変装をする。七方出とは、七種類の身なりから選んで、変

装しながら旅をすることである。時には商人として、ある時には虚無僧として諸国を渡り歩き、任

務を遂行していく。彼らは、単に姿形だけを変装していたわけではなくて、その扮した身分に関す

る知識や話し方、立ち居振る舞いまでも完璧にこなしていたという。 

 それに加えて、忍者は走・跳・投に驚くべき才能を発揮している。木や岩に扮して自然と一体化

する。忍者は、人間の身体の限界を超えて、動植物的な身体を獲得していたとも考えられる。 

諸国を渡り歩くだけでも危険な目に遭遇するので、それ相応の護身術を身につけていた。さらに

は、戦士としての能力も問われる。また、自然の中で行動する彼らは、今で言う、天文学、気象学、

地質学、地政学、薬学、博物学などの知が必要とされる。けれども、これらも近代科学的な諸学の

知識というものよりも、経験によって集積され、または伝承されてきたもう一つの叡知と言うべき



ではないか。こうした、旅や戦争などの経験、フィールドなどでのアクションを通じて獲得された

忍術というものは相対的で合理的な「叡知」でもあり、忍者は不可能を可能とさせる特殊な身体の

ヴィジョンを持っていたと考えられる。 

 

３．「無為」とはどういうことか 

 シンポジウムにおいて川上仁一は、「意識が身体にどうついていっているのか」「身体を意識で自

由に動かすことが可能なのか」と問いかけていた。いわゆる意識が主体であり身体が客体であると

いう心身二元論からすれば、不思議な問いかけである。私たちは意識して身体を動かすことができ

るし、コントロールもしてきていると考えられるからである。 

 確かに、技を習得するとき、意識して身体をコントロールする段階はある。技の習得段階では、

たとえば意識し手足の位置を直し、膝の曲がり方、腰の入り方、体軸の傾き、力やスピードの加減、

目付や相手との間合いなどと、チェックしてコントロールする内容は際限ない。そういったことが

らを細分化すればするほどその他の部分には意識がいかなくなる。また、習得が成されればコント

ロールする意識もなくなっていくのも現実である。さらに、ゼロコンマ何秒の世界で反応していく

技において、意識して身体をコントロールしていたのでは間に合わない現実もある。だからこそ、

意識が身体にどうついていっているのかわからないし、身体を意識で自由に動かすことが可能なの

かわからないとも言えてくる。意識が研ぎ澄まされる過程で、身体各部をイメージし、身体全体を

イメージする。自分自身の姿を捉えられるまで集中していく。すると、主体的に身体をコントロー

ルしていた意識は稀薄化し、身体がおのずから反応していく。 

 そこまで一つの技において稽古しつくしていく。そして次の技を習得し、数多くの技を習得して

いく。意識せずに動けるまで、身体がそれぞれの技の中で生きていくかのように。数多くの技を修

練していくと、技のエッセンスが集約され、無駄は省かれ、ニュートラルな状態へと変化する。一

つ一つ丹念に磨き上げていったとき、そこには鍛え上げられた頑強で固定的な身体があるのではな

く、力みは消えてどのようにでも対応可能な柔和な身体があらわれる。 

そのときあらかじめ何かを想定して構えていてはいけない。目的を持ち意識的にコントロールす

る行為では、即応できない。これは自己の意識があり、自己によって勝手に行われている技だから

である。そうではなく、実践ではどのような接触があるのかわからないのだから、感じられたまま

に身体は動き出し、技が生みだされるようにならなければならない。目的もなく、意識的な自己が

あるのでもない。こちらからは何もしない「無為」の状態が求められる。「無為」が充満しているか

ら、つまり意識的で合目的的ではないからこそ、逆にあらゆることへ対応可能なのである。 

 

４．おわりに  

 忍者の身体が持つヴィジョンは、フィールドにおけるアクションを通じてえられた身体、数多く

の技を習得してニュートラルで柔和な身体から、「無為」の状態となることでひらかれる。意識的行

為でなく、合目的的でないからこそ、逆にあらゆることへ対応可能な感性がひらかれる。このヴィ

ジョンは、主体的に振る舞う意識や自己が稀薄化してくれば、対象化される他者も稀薄化してくる

から自己と他者という二項対立を超えて、対象となる他者を客観的に理解し取り込もうとする見方

ではない。触れられたことと融合していくような、「受動性と能動性が交錯するような関係」として

あらわれるのである。 

川上は、シンポジウムにおいて「縮地」などの修行によっていわゆる幽体離脱のような体験があ

ると具体的に述べていた。「練習」をしていると自分を見ている感覚にいたるというのである。その



とき自分が見ているという感覚もあれば、まわりにある木から見ている感覚にもなり、自然界から

見ている感覚にもなるという。これは、上述の身体がおのずから反応するというのとは別に、離脱

した意識が身体的自己とは違うものと一体化していく感覚である。身体技法を精錬していくと主体

的な意識が薄れて身体のほうが主体的にはたらいていくということ、身体がおのずからまわりのも

のを感知し反応していくということとは別のことである。身体としての自己を離脱していく意識、

周りのものから見ること、これもひとつのヴィジョンのあり方かと思われるが、今回のシンポジウ

ムや今回の研究においては明らかにされていない。今後明らかにしていきたい課題である。 

いずれにしろ、こうしたもう一つの叡知としての忍者の身体が持つヴィジョン、そして、そのひ

らかれ方としての身体技法は、今後の「近代的身体観」を超克してく新たな議論において重要な視

座に位置づけられる。 
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